               　

指定介護予防短期入所生活介護事業者自己点検票
	事業所番号
	
	事業所名
	
	記入担当者職氏名
	
	点検年月日
	

	点検項目
	　　 

確認事項
	根 拠 法 令
※条例は茨城

県条例第69号
※条例施行規則は茨城県規則第38号
	確認のための書類
	点検結果
	備考

	
	
	
	
	はい
	いいえ
	

	第１　介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
	
	
	
	
	

	１　指定介護予防短期入所生活介護の基本取扱方針

	(1) 利用者の介護予防に資するよう，その目標を設定し，計画的に行っているか。
	条例第142条第1項
	介護予防短期入所生活介護計画
	□
	□
	

	
	(2) 自らその提供する指定介護予防介護予防短期入所生　活介護の質の評価を行うとともに，主治の医師又は　歯科医師とも連携をとりつつ，常にその改善を図って　いるか。
	条例第142条第2項
	同　上

	□

	□

	

	
	(3) 指定介護予防短期入所生活介護の提供に当たり，利　用者ができる限り要介護状態とならないで自立した日　常生活を営むことができるよう支援することを目的と　するものであることを常に意識してサービスの提供に　当たっているか。
	条例第142第3項

	同　上

	□

	□

	

	
	(4) 利用者がその有する能力を最大限活用することがで　きるような方法によるサービスの提供に努めているか。
	条例第142条第4項
	同　上

	□

	□

	

	
	(5) 指定介護予防短期入所生活介護の提供に当たり，利　用者とのコミュニケーションを十分に図ることその他の様々な方法により，利用者が主体的に事業に参加するよう適切な働きかけに努めているか。
	条例第142条第5項
	同　上

	□

	□

	

	２　指定介護予防短期入所生活介護の具体的取扱方針

	(1) 指定介護予防短期入所生活介護の提供に当たって　　は，主治の医師又は歯科医師からの情報伝達やサービ　ス担当者会議を通じる等の適切な方法により，利用者　の心身の状況，その置かれている環境等利用者の日常　生活全般の状況の的確な把握を行っているか。
	条例第143条第1号

	同　上

	□

	□

	

	点検項目
	確認事項
	根 拠 法 令
	確認のための書類
	はい
	いいえ
	備考

	
	(2) 相当期間以上（概ね4日以上）にわたり継続して入所することが予定される利用者については，利用者の日常生活全般の状況及び希望を踏まえて，指定介護予防短期入所生活介護の目標，当該目標を達成するための具体的なサービスの内容，サービスの提供を行う期間等を記載した介護予防生活介護計画を作成しているか。4日未満の利用者にあっても，介護予防短期入所生活介護計画を作成した利用者に準じて，必要な介護及び機能訓練等の支援を行っているか。
	条例第143条第2号

	介護予防短期入所生活介護計画
	□

	□

	

	
	(3) 介護予防短期入所生活介護計画は，既に介護予防サ　ービス計画が作成されている場合は，当該計画の内容　に沿って作成しているか。
	条例第143条第3号
	同　上
	□

	□

	

	
	(4) 指定介護予防短期入所生活介護計画の作成に当たっては，その内容について利用者又はその家族に対し，説明し，利用者の同意を得ているか。
	条例第143条第4号
	同　上
	□

	□

	

	
	(5) 介護予防短期入所生活介護計画を作成した際には，当該介護予防短期入所生活介護計画を利用者に交付しているか。
	条例第143条第5号
	同　上
	□

	□

	

	
	(6) 介護予防短期入所生活介護計画が作成されている場合には，当該計画に基づき，利用者が日常生活を営むのに必要な支援を行っているか。
	条例第143条第6号
	同　上
	□
	□
	

	
	(7) 指定介護予防短期入所生活介護の提供に当たって　　は，懇切丁寧に行うことを旨とし，利用者又はその家族に対し，サービスの提供方法等について，理解しやすいように説明を行っているか。
	条例第143条第7号
	同　上

	□

	□

	

	３　介護
点検項目
	(1) 介護は，利用者の心身の状況に応じ，利用者の自立　の支援と日常生活の充実に資するよう，適切な技術を　もって行われているか。
	条例第144条第1項
	介護記録

	□

	□

	

	
	(2) １週間に２回以上，適切な方法により，利用者を入　浴させ，又は清しきしているか。

	条例第144条第2項
	入浴記録
	□
	□
	

	
	確認事項
	根 拠 法 令
	確認のための書類
	はい
	いいえ
	備考

	
	(3) 利用者の心身の状況に応じ，適切な方法により，排　せつの自立について必要な援助を行っているか。
	条例第144条第3項
	介護記録
	□
	□
	

	
	(4) おむつを使用せざるを得ない利用者のおむつを適切　に取り替えているか。
	条例第144条第4項
	同　上
	□
	□
	

	
	(5) 上記(1)から(4)に定めるほか，利用者に対し，離床，着替え，整容その他日常生活上の世話を適切に行っているか。
	条例第144条第5項 
	同　上

	□

	□

	

	
	(6) 指定介護予防短期入所生活介護事業者は，常時1人　以上の介護職員を介護に従事させているか。夜間も含　めて適切な介護を提供できるような介護職員の勤務体　制が定められているか。
	条例第144条第6項

	勤務表

	□

	□

	

	
	(7) その利用者に対して，利用者の負担により，当該事　業所の従業者以外の者による介護を受けさせていない　か。
	条例第144条第7項 


	
	□

	□

	

	４　食事

	(1) 栄養並びに利用者の身心の状況及び嗜好を考慮した　食事を，適切な時間に提供しているか。
	条例第145条第1項
	献立表，嗜好調査，残食の記録，契約書，検食の記録等
	□
	□
	

	
	(2) 利用者が可能な限り離床して，食堂で食事を摂るこ　とを支援しているか。
	条例第145条第2項 
	
	□
	□
	

	
	(3) 調理は，あらかじめ作成された献立に従って行うと　ともに，その実施状況を明らかにしているか。
	平11老企25 

第四の8の(4)の② 
	献立表

	□

	□

	

	
	(4) 夕食時間は午後6時以降とすることが望ましいが，　早くても5時以降となっているか。
	平11老企25 

第四の8の(4)の③
	
	□

	□

	

	
	(5) 食事提供については，利用者の嚥下や咀嚼の状況，　食欲など心身の状況等を当該利用者の食事に的確に反　映させるために，居室関係部門と食事関係部門との連　携が十分に取られているか。

	平11老企25 

第四の8の(4)の⑤
	
	□

	□

	

	点検項目
	確認事項
	根 拠 法 令
	確認のための書類
	はい
	いいえ
	備考

	
	(6）利用者に対して適切な栄養食事相談を行っている　か。
	平11老企25 

第四の8の(4)の⑥
	相談の記録

	□

	□

	

	
	(7) 食事内容については，当該事業者の医師又は栄養士　を含む会議において検討が加えられているか
	平11老企25 

第四の8の(4)の⑦
	会議の記録
	□
	□
	

	５　機能訓練

	  利用者の心身の状況等を踏まえ，必要に応じて日常生活を送る上で必要な生活機能の改善又は維持のための機能訓練を行っているか。
	条例第146条
	訓練に関する計画，訓練に関する日誌
	□

	□

	

	６　健康管理

	医師及び看護職員は，常に利用者の健康の状況に注意
をするとともに，健康保持のための適切な措置をとっているか。
	条例第147条
	看護日誌，利用者に関する記録
	□

	□

	

	７　相談及び援助
	　
常に利用者の心身の状況，その置かれている環境等の的確な把握に努め，利用者又はその家族に対し，その相談に適切に応じるとともに，必要な助言その他の援助を行っているか。
	条例第148条
	利用者に関する記録，相談記録等
	□

	□

	

	８　その他のサービスの提供

	(1) 教養娯楽設備等を備えるほか，適宜利用者のためのレクリエーション行事を行っているか。
	条例第149条第1項
	事業計画書
	□
	□
	

	
	(2) 常に利用者の家族との連携を図るよう努めているか　　　　。

	条例第149条第2項
	利用者に関する記録
	□
	□
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